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内容部分
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Tog（東京層）、Ks（上総層）のN値１００以上
の層内でトンネル施工
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既設トンネルと下部シールドの離間距離０．７３ｍ
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zone①と②の状態
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既設トンネル上部地盤は約１．２ｍｍ鉛直方向に変位し、既設トンネル下部地盤
は約０．９ｍｍ変位した。つまり、その差０．３ｍｍだけ既設トンネルは鉛直に
収縮した。
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FEM逐次掘削解析から判明したこと②の状態
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ZONE③の状態（白楕円のエリアの応力減少域）

シールドガーター
部に応力低下発生

白楕円
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既設トンネル（埋設管）
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既設トンネルと上部シールドの離間距離４．９ｍ
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⑥の主な原因：シールド重量、特に重い先端部。カッターヘッド、隔壁、
チャンバー内掘削土、駆動機器。
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簡易FEM解析に適用したシールド先端部重量（含むチャンバー泥土荷重）の
概念図（地盤により載荷範囲を縮小すべき）
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上部に大断面シールドが掘削される場合の検討事項：シールドマシーン先端部面
板とチャンバー内掘削土の重量による上載荷重（土被り換算で３ｍ）増加の影響
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（１）今回の講演では、既設のシールドトンネルに対して、上下に外径１３mの大断面シー
ルドが施工された際の既設トンネルの内空変位の計測結果について解説し、既設トンネルの
変位挙動を再現し、今後の予測解析手法となるFEM逐次掘削解析の各段階での入力状況を示
しました。
（２）初めに施工された下段シールド施工では、上部の既設トンネルは下段シールドの切羽
圧と裏込め圧の影響を受け、その影響はしばらく続いた。
（３）上段シールド施工では、切羽到達時に既設トンネルでは、面板とチャンバー内泥土を
含めたシールド先頭部の大きな重量が作用し、最大値となる内空変位が発生した。
こうした現象は、土木学会標準仕方書では「その影響は比較的小さい」と記述されていた事
項であり、都市高速道路のランプ部などでは、中・小口径のトンネルや管路を上越し（オー
バーパス）する事例も想定され、十分配慮すべき点と考えます。

前回の講演では、左右併設、下部通過（アンダーパス）をテーマに計測結果と既設トンネル
の構造検討手法について説明しました。
今回の講演では、既設トンネルを挟んで施工された上下併設の大断面シールド施工が既設ト
ンネルに与える影響について計測結果を通して説明し、FEM逐次掘削解析によりその事象の
再現を図り、良い整合性を得ました。FEMは言うまでもなくトンネル地盤解析においても、
強力なツールとなります。
２回の講演を通じて、左右・上下・下部通過・上越しの各事例が紹介できたと考えています
が、現場計測値はあくまで各現場の地質や個別の施工状況に依存し、他の事例も併せて、設
計施工等の業務の参考にしていただければ幸いです。
次ページに今回の講演の参考文献を記載しておきます。
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奥要治,土橋浩,堀地紀行,長屋淳一,張升翼,小泉淳：上下併設の大断面シールド
が既設トンネルに与える影響, 土木学会論文集Ｃ（地圏工
学）,Vol.78,No.4,261-276,2022.

まとめ（参考文献）Session.6
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